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イオン加速器を用いた原子物理実験の例として、講演者が主たるメンバーとして行ってきた趣の異なる2つの実
験について紹介する。１）MeV領域の高速イオンとC60の衝突における生成物（イオン）の測定高速イオン-
C60衝突による電離・解離の実験はこの10年間でかなり精力的に行われた。衝突径数と衝突生成物の関係、電離
断面積の衝突エネルギー依存性、衝突電離電子数と衝突生成物の関係など、講演者が主たる研究メンバーとして
理研、その他の加速器で行ってきた実験について紹介する。２）コヒーレント共鳴励起（RCE)の測定コヒーレン
ト共鳴励起（RCE)とは、結晶中を高速で通過するイオンが、結晶中の周期的電場との相互作用により励起する現
象である。理研では、チャネリングイオンのRCEを行い、リチウム様鉄イオンおよびニッケルイオンでは、明瞭
に光学的禁制遷移が観測された。また、放射線医学総合研究所のHIMACでは非チャネリングイオンのRCEが観測
され、最近、それを利用し非常に興味深い現象が観測できた。RCEについての説明と最近の研究結果について報
告をする。物理の詳細の議論というよりは、インフォーマルな雰囲気でイオン加速器利用の原子物理実験の例と
してこれらの研究内容の紹介をすることを目的とする。
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